
70

西
多
摩
村
で
は
、
一
八
九
九
（
明
治
三
二
）
年
に
羽
村
銀
行

が
開
業
し
、
一
九
一
一
（
明
治
四
四
）
年
に
設
立
さ
れ
た
西
多

摩
村
産
業
組
合
が
一
九
一
四
（
大
正
三
）
年
に
信
用
事
業
を
開

始
し
て
い
る
。
同
組
合
は
、
一
九
二
二
（
大
正
一
一
）
年
・
四 

一
（
昭
和
一
六
）
年
の
二
度
に
わ
た
っ
て
産
業
組
合
中
央
会
東

京
支
会
か
ら
表
彰
を
受
け
て
お
り
、
模
範
組
合
と
し
て
知
ら
れ

て
い
た
。
一
村
内
に
地
方
銀
行
の
本
店
と
優
良
産
業
組
合
が
併

存
し
て
い
た
西
多
摩
村
は
、
両
者
の
棲
み
分
け
の
実
態
を
検
討

で
き
る
地
域
と
言
え
る
。
以
下
、
西
多
摩
村
産
業
組
合
の
設
立

と
展
開
を
、
羽
村
銀
行
と
の
関
係
に
注
目
し
つ
つ
検
討
し
て
み

た
い
。

利
用
す
る
主
な
史
料
は
、
西
多
摩
村
信
用
販
売
購
買
利
用
組

合
編
『
創
立
第
三
十
週
年
記
念
史
』
一
九
四
一
年
（
以
下
、『
記

念
史
』）、
羽
村
町
農
業
協
同
組
合
『
羽
村
町
農
業
協
同
組
合

24

多摩の
金融史

は
じ
め
に

二
〇
世
紀
初
頭
に
日
本
国
内
で
二
〇
〇
〇
を
超
え
た
銀
行
数

は
、
金
融
秩
序
を
不
安
定
化
す
る
も
の
と
し
て
金
融
当
局
か
ら

危
惧
さ
れ
、
い
わ
ゆ
る
銀
行
合
同
政
策
が
推
進
さ
れ
た
。
西
多

摩
郡
に
お
い
て
も
、青
梅
銀
行
・
多
摩
銀
行
・
多
摩
商
業
銀
行
・

成
木
銀
行
・
氷
川
銀
行
・
羽
村
銀
行
・
多
摩
農
業
銀
行
の
七
行

が
一
九
二
七
（
昭
和
二
）
年
に
合
併
し
て
、
武
陽
銀
行
が
設
立

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
地
元
に
密
着
し
た
地
方
銀
行
の
不
在

を
補
う
よ
う
に
、
各
町
村
に
設
立
さ
れ
た
産
業
組
合
が
成
長
を

遂
げ
、
戦
後
の
信
用
金
庫
や
農
協
の
源
流
と
な
っ
た
。
本
稿
で

は
、
産
業
組
合
が
地
方
銀
行
の
金
融
機
能
を
ど
の
程
度
代
替
し

（
な
か
っ
）
た
の
か
を
、
西
多
摩
郡
西
多
摩
村
（
現
・
羽
村
市
）

を
事
例
に
検
討
し
て
み
た
い
。

小
島
　
庸
平

西
多
摩
郡
西
多
摩
村
の
産
業
組
合
と
地
方
銀
行
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設
立
さ
れ
る
と
、
地
主
や
小
金
持
ち
は
余
裕
資
金
を
銀
行
へ
預

け
入
れ
、「
信
用
貸
借
ヲ
忌
ム
ノ
傾
キ
」
が
生
ま
れ
た
（『
組
合

史
』
三
三
九
頁
）。
中
下
層
へ
の
貸
付
よ
り
銀
行
預
金
の
方
が

資
金
運
用
の
選
択
肢
と
し
て
魅
力
的
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
の

結
果
、
貧
し
い
人
び
と
は
地
主
な
ど
か
ら
金
を
借
り
に
く
く
な

り
、
日
露
戦
争
で
資
金
調
達
に
苦
し
ん
だ
際
に
は
、「
部
落
内

の
有
力
者
を
介
し
て
連
帯
責
任
で
羽
村
銀
行
を
利
用
す
る
方
法

を
知
り
」、
村
内
各
部
落
を
単
位
と
す
る
肥
料
の
共
同
購
入
が

始
め
ら
れ
て
い
る
（『
町
史
』
四
八
九
頁
）。

こ
う
し
た
動
き
の
延
長
線
上
で
設
立
さ
れ
た
の
が
、
村
内
初

の
産
業
組
合
で
あ
る
無
限
責
任
羽
村
上
組
購
買
組
合
だ
っ
た
。

同
組
合
は
一
九
一
〇
（
明
治
四
三
）
年
に
組
織
さ
れ
、
信
用
事

業
を
兼
営
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
一
九
一
三
（
大
正
二
）

年
に
は
模
範
組
合
と
評
さ
れ
て
お
り
（『
組
合
史
』
三
四
一
頁
）、

組
合
長
の
臼
井
武
蔵
が
西
多
摩
村
産
業
組
合
の
専
務
理
事
、
後

に
西
多
摩
村
産
業
組
合
長
と
な
る
下
田
伊
左
衛
門
が
購
買
組
合

の
監
事
を
務
め
る
な
ど
、
両
組
合
は
人
的
に
深
い
関
係
が
あ
っ

た
。
他
に
も
共
同
購
買
組
合
の
設
立
が
あ
っ
た
こ
と
を『
町
史
』

は
伝
え
て
お
り
、
養
蚕
農
民
の
商
人
対
抗
的
な
試
み
を
、
有
力

者
の
信
用
力
に
依
拠
し
た
購
買
組
合
が
支
え
、
さ
ら
に
こ
れ
を

史
』
一
九
八
四
年
（
以
下
、『
組
合
史
』）、
羽
村
町
史
編
さ
ん

委
員
会
編
『
羽
村
町
史
』
一
九
七
四
年
（
以
下
、『
町
史
』）、
各

銀
行
の
営
業
報
告
書
等
で
あ
る
。
な
お
、
西
多
摩
村
信
用
販
売

購
買
利
用
組
合
は
、
時
期
に
よ
り
事
業
範
囲
と
名
称
が
異
な
る

た
め
、
本
稿
で
は
一
貫
し
て
「
西
多
摩
村
産
業
組
合
」
と
呼
ぶ
。

一　

 

西
多
摩
村
産
業
組
合
の
設
立

西
多
摩
村
は
、
大
部
分
が
多
摩
川
東
岸
に
位
置
し
、
一
九
一 

四
（
大
正
三
）
年
時
点
で
は
現
住
人
口
四
二
七
〇
人
、
現
住
戸

数
六
一
〇
戸
を
有
し
て
い
た
。
主
に
武
蔵
野
台
地
の
軽
痩
な
土

壌
の
上
に
耕
地
が
展
開
し
、
桑
の
栽
培
適
地
で
あ
っ
た
た
め
、

郡
下
随
一
の
養
蚕
村
と
な
っ
た
。
全
耕
地
面
積
約
四
八
九
町
の

う
ち
桑
畑
は
三
四
〇
町
に
上
り
、
桑
園
化
率
は
約
七
割
に
達
し

て
い
る
。
同
年
の
養
蚕
戸
数
は
三
五
〇
戸
だ
っ
た
の
で
、
村
内

の
半
分
以
上
の
世
帯
が
養
蚕
業
に
従
事
し
て
い
た
こ
と
に
な
る

（
以
上
の
数
値
は
、
東
京
府
西
多
摩
郡
役
所
『
東
京
府
西
多
摩

郡
郡
勢
一
斑
』
一
九
一
四
年
に
よ
る
）。

し
た
が
っ
て
、
商
品
作
物
た
る
繭
を
生
産
す
る
た
め
の
蚕
具

や
肥
料
を
中
心
に
、
農
家
の
間
に
も
強
い
資
金
需
要
が
存
在
し

た
。
と
こ
ろ
が
、
一
八
九
九
（
明
治
三
二
）
年
に
羽
村
銀
行
が
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羽
村
銀
行
が
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

西
多
摩
村
産
業
組
合
も
ま
た
、
有
力
者
の
強
力
な
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
の
下
で
設
立
さ
れ
た
。
初
代
組
合
長
は
、
西
多
摩
村
の

蚕
業
改
良
の
主
導
者
と
し
て
知
ら
れ
た
前
述
の
下
田
伊
左
衛
門

で
あ
る
。
下
田
は
、
羽
村
銀
行
の
設
立
発
起
人
で
も
あ
り
、
組

合
設
立
時
に
は
同
行
取
締
役
を
務
め
て
い
た
。
下
田
個
人
の
信

用
力
と
羽
村
銀
行
と
の
深
い
関
係
が
、
西
多
摩
村
産
業
組
合
の

当
初
の
経
営
を
支
え
て
い
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

表
1
に
は
、
設
立
時
の
西
多
摩
村
産
業
組
合
の
執
行
層
を
掲

げ
た
。
専
務
理
事
の
臼
井
は
前
述
の
通
り
羽
村
上
組
購
買
組
合

長
で
あ
り
、
村
長
を
務
め
た
こ
と
も
あ
る
。
ま
た
、
理
事
の
羽

村
平
三
郎
は
、
一
九
一
九
（
大
正
八
）
年
時
点
で
村
内
最
多
の

収
繭
量
を
誇
る
大
規
模
養
蚕
家
だ
っ
た
。
そ
の
他
の
理
事
・
監

事
も
属
性
が
判
明
す
る
者
は
す
べ
て
農
業
・
養
蚕
関
係
者
で
あ

り
、本
組
合
の
設
立
主
因
を
「
養
蚕
農
家
の
共
同
利
益
の
増
進
」

と
す
る
『
町
史
』（
四
九
一
頁
）
の
記
述
と
符
合
し
て
い
る
。

た
だ
し
、
組
合
長
で
あ
る
下
田
は
、
蚕
業
改
良
に
多
額
の
資

金
を
投
じ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、『
町
史
』（
五
三
六
頁
）
で
は
、

「
そ
の
利
用
率
か
ら
み
る
と
、本
人
（
下
田
）
の
必
要
か
ら
（
羽

村
）
銀
行
の
設
立
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
も
の
と
も
考

役職 氏名 退任年

羽村銀行
1919年 
収繭量 
（貫）

1919年 
蚕種 

製造量
属性

役職
所有 
株数 

（株）

組合長理事 下田伊左衛門 1915 取締役 138 624.5 4,375 蚕種製造

専務理事 臼井武蔵 1921 ─ ─ ─ ─ 西多摩村村長、篤農家（蚕糸業）

理事 羽村平三郎 1922 ─ ─ 715 ─ 大規模養蚕家

理事 関口伝蔵 1924 ─ ─ ─ ─ 農・実業家（地租金13円）

理事 田村兼吉 1920 ─ ─ ─ ─

理事 井上亀吉 1924 ─ 6 462 ─ 大規模養蚕農家

監事 羽村為吉 1920 ─ ─ ─ ─ 農・実業家

監事 小作豊吉 1918 ─ ─ ─ ─

表 1　西多摩村産業組合の創業時執行層

出所：	『記念史』25-29頁、羽村銀行『営業報告書』1908年上期（埼玉県立文書館蔵）、『町史』474・477頁、農林省農務局『全国製
糸工場調査第10次』蚕糸業同業組合中央会、1926年、『職員録 明治44年（乙）』印刷局、渡辺欽城『町村行脚─歩むまゝ』
武陽新報社、1921年、大日本蚕糸会編『蚕糸要鑑』1926年、柴田勇之助・新堀豊三郎編『武蔵国三多摩郡公民必携名家鑑』
1897年より作成。

注：	蚕種製造量の単位は不明。
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え
ら
れ
る
」（
カ
ッ
コ
内
は
引
用
者
）
と
言
わ
れ
て
い
る
。
実

際
、
一
九
一
〇
（
明
治
四
三
）
年
の
下
田
は
、
羽
村
銀
行
に
対

し
て
合
計
三
〇
〇
円
を
入
金
し
て
お
り
（
下
田
亘
「
明
治
四
十 

三
年
・
下
田
伊
左
衛
門
家
の
家
政
日
記
（
家
計
簿
）
よ
り
」『
羽

村
市
郷
土
博
物
館
紀
要
』
第
二
八
号
、
二
〇
一
四
年
）、
こ
れ

は
借
入
金
の
返
済
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。
羽
村
銀
行
は
下
田

の
機
関
銀
行
的
性
格
を
有
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
同
じ
く
下
田

に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
西
多
摩
村
産
業
組
合
も
ま
た
、
同
様
の

性
格
を
帯
び
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
同
組
合
は
、
養
蚕
農
民

の
共
同
利
益
増
進
と
い
う
役
割
と
と
も
に
、
蚕
業
改
良
に
熱
意

を
注
ぐ
下
田
の
資
金
調
達
機
構
と
し
て
の
側
面
も
有
し
て
い
た
。

二　

 

西
多
摩
村
産
業
組
合
の
成
長

一
九
一
五
（
大
正
四
）
年
、
羽
村
銀
行
と
西
多
摩
村
産
業
組

合
の
設
立
に
深
く
関
わ
っ
た
下
田
伊
左
衛
門
が
死
去
し
た
。
下

田
の
子
息
が
伊
左
衛
門
を
襲
名
し
、
西
多
摩
村
産
業
組
合
長
の

職
も
引
き
継
い
で
い
る
。
一
九
一
八
（
大
正
七
）
年
、
下
田
は

新
た
に
製
糸
工
場
を
開
設
し
た
。
同
年
、
西
多
摩
村
産
業
組
合

の
組
合
員
数
は
二
二
一
人
か
ら
六
七
七
人
に
急
増
し
て
い
る
。

一
九
一
四
（
大
正
三
）
年
の
村
内
総
戸
数
が
六
一
〇
戸
、
二
〇

（
大
正
九
）
年
は
七
八
八
戸
（
内
閣
統
計
局
『
国
勢
調
査
報
告 

府
県
の
部
第
一
巻
』）
な
の
で
、
新
来
の
住
民
を
除
く
ほ
ぼ
全

戸
を
組
織
化
し
た
と
言
え
る
。

代
替
わ
り
し
た
組
合
長
の
製
糸
業
進
出
と
全
村
組
合
化
は
、

執
行
層
の
性
格
を
も
変
化
さ
せ
た
。
表
２
は
、
組
合
長
以
下
の

執
行
層
の
職
業
を
一
九
一
一
（
明
治
四
四
）
年
・
二
五
（
大
正

一
四
）
年
・
三
六
（
昭
和
一
一
）
年
の
三
時
点
に
分
け
て
整
理

し
た
も
の
で
あ
る
。
当
初
は
養
蚕
農
民
中
心
だ
っ
た
構
成
は
大

き
く
変
わ
り
、
二
五
年
段
階
で
は
理
事
と
監
事
に
一
名
ず
つ
製

糸
工
場
主
が
入
っ
て
い
る
。
当
時
、
村
内
に
は
六
人
の
製
糸
家

が
い
た
の
で
、
そ
の
半
数
が
組
合
の
執
行
層
に
入
っ
て
い
た
。

本
来
、
養
蚕
農
民
の
共
同
利
益
の
増
産
の
た
め
に
設
立
さ
れ
た

組
合
に
お
い
て
、
安
価
な
繭
を
求
め
る
（
し
た
が
っ
て
農
民
と

は
異
な
る
利
害
を
持
つ
）
製
糸
家
が
、
大
き
な
発
言
権
を
持
つ

に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

製
糸
家
の
加
入
と
組
合
経
営
へ
の
関
与
は
、
彼
ら
の
強
い
資

金
需
要
に
対
応
し
た
貸
付
金
の
急
増
に
結
び
つ
い
た
と
考
え
ら

れ
る
。
図
1
に
は
、
西
多
摩
村
産
業
組
合
の
出
資
金
・
貯
金
・

借
入
金
・
貸
付
金
の
額
と
対
出
資
金
剰
余
金
率
を
掲
げ
た
。
本

図
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
下
田
が
製
糸
業
に
進
出
し
た
一
九
一 
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八
（
大
正
七
）
年
以
降
、
貸
付
金
は
三
〇
年
の
ピ
ー
ク
ま
で
一

貫
し
て
伸
び
続
け
た
。
一
九
二
二
（
大
正
一
一
）
年
か
ら
二
九

（
昭
和
四
）
年
の
間
は
、
対
出
資
金
剰
余
金
率
も
七
％
を
上
回

っ
て
推
移
し
て
お
り
、
養
蚕
農
家
の
み
な
ら
ず
製
糸
家
の
旺
盛

な
資
金
需
要
に
対
応
す
る
こ
と
で
、
組
合
が
順
調
に
利
益
を
上

げ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

な
お
、
こ
の
頃
の
羽
村
銀
行
は
、
西
多
摩
郡
福
生
村
に
も
支

役職 1911年 1925年 1936年

組合長 羽村銀行取締役+大規模養
蚕農家+蚕種製造

器械製糸工場主+大規模養
蚕農家+蚕種製造

大規模養蚕農家+蚕種製造

副組合長 ─ 大規模養蚕農家+蚕種製造 ─

専務・常務理事 西多摩村村長+篤農家
（蚕糸業） ─ 農+実業家、不詳

理事

大規模養蚕農家（ 2 名）、
農+実業家、不詳

器械製糸工場主、大規模養
蚕農家+蚕種製造、大規模
養蚕農家+実業家、大規模
養蚕農家、農 2 名、養蚕家
2 名、不詳（14名）

織物業者、中尾鉱粉製造株
式会社監査役、組合製糸西
玉社組合長、農 2 名、養蚕
家 2 名、不詳（13名）

監事
農+実業家、不詳 羽村銀行取締役、器械製糸

工場主、大規模養蚕農家+
蚕種製造（2名）、不明（1名）

大規模養蚕農家+蚕種製造
（2名）、大規模養蚕農家、
蚕種製造

表 2　組合執行層の役職別・年次別職業

出所：	 表 1 史料、羽村銀行『営業報告書』1926年上期（石川彌八郎家所蔵文書）、武陽銀行『営業報告書』1927年上期（石川彌八郎
家所蔵文書）、内国勧業博覧会事務局『第三回内国勧業博覧会褒賞授与人名録』1890年、日本商工通信社編『職業別電話名簿 
第18版』1928年、東京地方産業報国聯合会編『東京地方産業報国聯合会要覧』1940年、協同組合新聞社編『全国産業組合要
覧並役職員録 昭和16年版』1941年、警防通信社『大日本警防誌』1941年、工業之日本社『日本工業要鑑 大正10年度用（第11版）』
1920年、大日本篤農家名鑑編纂所『大日本篤農家名鑑』1910年、ジー・シー・ピヤマン『東京大正博覧会出品目録』英文日
本案内社、1914年より作成。

注：	西多摩村役場『西多摩村誌』1928年、350頁の理事一覧からは秋山勝三郎が漏れているが、『記念誌』では就任期間を1917-30年
としているため、ここでは算入している。

図 1　西多摩村産業組合の出資金等推移
出所：	「組合成績一覧表」（『組合史』所収）より作成
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店
を
有
し
、
同
村
の
笹
本
八
十
次
郎
が
頭
取
を
務
め
る
な
ど
、

西
多
摩
村
の
範
囲
を
超
え
た
広
が
り
の
中
で
営
業
を
展
開
し
て

い
た
。
同
行
の
経
営
の
実
態
は
、
近
く
早
川
大
介
氏
に
よ
っ
て

検
討
さ
れ
る
予
定
だ
が
、
西
多
摩
村
の
主
要
な
製
糸
家
が
産
業

組
合
と
の
関
わ
り
を
深
め
て
い
た
事
実
は
、
羽
村
銀
行
が
同
村

の
地
元
銀
行
と
し
て
の
性
格
を
弱
め
て
い
た
こ
と
と
も
関
連
し

て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

三　

 

組
合
経
営
の
停
滞
と
借
入
金
の
増
大

養
蚕
製
糸
業
の
好
調
ぶ
り
に
影
が
さ
す
一
九
二
〇
年
代
後
半

に
入
る
と
、
組
合
経
営
の
様
相
は
一
変
す
る
。
図
2
は
、
西
多

摩
村
産
業
組
合
の
出
資
金
と
貯
金
に
対
す
る
貸
付
額
の
比
率
を

示
し
た
。
同
組
合
は
、
貯
金
に
対
す
る
貸
付
金
の
比
率
が
一
〇 

〇
％
を
超
え
る
オ
ー
バ
ー
ロ
ー
ン
の
状
態
が
続
い
て
い
た
が
、

一
九
二
七
（
昭
和
二
）
年
ま
で
は
貯
金
に
出
資
額
を
加
え
た
金

額
の
範
囲
内
に
貸
付
額
が
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
必
ず
し
も
不
健

全
と
い
う
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
一
方
、一
九
二
七
（
昭
和
二
）

年
か
ら
三
七
（
昭
和
一
二
）
年
ま
で
の
間
は
、
図
2
の
両
指
標

と
も
一
〇
〇
％
を
超
え
て
お
り
、
組
合
の
資
金
力
に
比
し
て
貸

付
金
額
が
膨
れ
上
が
っ
て
い
た
。
金
融
恐
慌
以
降
の
蚕
糸
業
の

停
滞
と
資
金
の
固
定
化
、
追
い
貸
し
に
よ
る
急
場
し
の
ぎ
等
が

そ
の
要
因
と
推
測
さ
れ
る
。『
記
念
史
』
一
四
頁
で
も
、「
養
蚕

農
家
の
窮
乏
が
反
映
し
て
、
貸
付
金
利
子
の
未
収
が
次
第
に
増

加
の
傾
向
」
に
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

出
資
金
と
貯
金
の
範
囲
を
超
え
た
貸
付
金
の
原
資
は
、
主
と

し
て
借
入
金
に
求
め
ら
れ
た
。
再
び
図
1
を
見
る
と
、
借
入
金

は
一
九
二
七
（
昭
和
二
）
年
に
初
め
て
一
〇
万
円
を
超
え
、
以出所：	 同図１

図 2　西多摩村産業組合の経営指標
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後
も
出
資
金
を
上
回
る
規
模
で
推
移
し
て
い
る
。
こ
の
時
期
の

借
入
先
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
ち
ょ
う
ど
一
九
二
七
（
昭
和

二
）
年
が
武
陽
銀
行
の
設
立
年
で
あ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

そ
も
そ
も
、
西
多
摩
村
産
業
組
合
は
、
一
九
二
四
（
大
正
一 

三
）
年
時
点
で
は
借
入
金
が
郡
下
で
二
番
目
に
多
く
、
最
も
多

い
の
は
同
村
の
羽
村
上
組
購
買
組
合
だ
っ
た
（
小
島
庸
平
「
西

多
摩
郡
に
お
け
る
産
業
組
合
の
展
開
」『
多
摩
の
あ
ゆ
み
』
一 

七
四
、一
七
五
号
、
二
〇
一
八
年
）。
一
九
一
七
年
の
同
購
買

組
合
の
「
事
業
報
告
書
」
に
は
、
二
月
か
ら
六
月
の
肥
料
資
金

に
対
応
す
る
短
期
の
資
金
は
羽
村
銀
行
か
ら
融
通
を
受
け
た
と

あ
り
（『
組
合
史
』
三
四
九
頁
）、
組
合
と
羽
村
銀
行
と
の
深
い

関
係
が
う
か
が
わ
れ
る
。

こ
の
点
を
西
多
摩
村
産
業
組
合
に
つ
い
て
も
確
認
す
る
た

め
、
表
3
に
は
組
合
執
行
層
の
羽
村
・
武
陽
両
行
の
持
ち
株
数

の
推
移
を
整
理
し
た
。
西
多
摩
村
産
業
組
合
の
執
行
層
は
、
一 

九
二
五
（
大
正
一
四
）
年
時
点
で
羽
村
銀
行
の
株
式
の
一
四
・ 

七
％
を
占
有
し
て
お
り
、
大
株
主
が
少
な
く
な
か
っ
た
。
組
合

長
の
下
田
は
羽
村
銀
行
取
締
役
か
ら
離
れ
て
い
た
も
の
の
、
監

事
に
同
行
取
締
役
を
加
え
て
い
る
。
組
合
は
、
羽
村
銀
行
か
ら

の
借
入
金
に
も
依
拠
し
て
、
組
合
員
た
る
製
糸
家
や
養
蚕
農
民

等
の
相
対
的
に
高
リ
ス
ク
な
資
金
需
要
に
対
応
し
て
い
た
と
推

測
さ
れ
る
。

表 3　組合執行層の役職別・年次別地方銀行株所有状況	 単位：人、株

出所：	� 表 1 ・ 2 史料より作成。
注：	1925年執行層の羽村銀行保有株数は1926年上期、同武陽銀行は1927年上期の数値。

役職
1911 年 1925 年 1936 年

人数 羽村銀行 
株保有数 人数 羽村銀行 

株保有数
武陽銀行 
株保有数 人数 武陽銀行 

株保有数

組合長 1 138 1 170 537 1 206 

副組合長 ─ ─ 1 90 186 ─ ─

専務・常務理事 1 0 ─ ─ ─ 2 200 

理事 4 6 24 364 668 20 365 

監事 2 0 5 256 640 4 365 

計 8 144 31 880 2,031 27 1,136 

株数占有率 ─ 2.9 ─ 14.7 2.0 ─ 1.1 
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一
方
、
一
九
二
七
（
昭
和
二
）
年
に
羽
村
銀
行
を
合
併
し
た

武
陽
銀
行
で
も
、
引
き
続
き
西
多
摩
村
産
業
組
合
の
執
行
層
は

多
数
の
株
を
所
有
し
て
い
た
。
し
か
し
、
規
模
の
大
き
な
武
陽

銀
行
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
占
有
率
は
二
％
と
目
減
り
せ
ざ
る
を

得
な
か
っ
た
。
西
多
摩
村
か
ら
は
武
陽
銀
行
の
取
締
役
が
一
人

も
出
て
い
な
い
こ
と
も
あ
り
、
組
合
は
地
方
銀
行
と
の
人
的
関

係
を
弱
め
て
い
た
。

で
は
、
武
陽
銀
行
設
立
以
降
に
む
し
ろ
借
入
金
が
増
え
て
い

た
の
は
な
ぜ
か
。
そ
れ
は
、
産
業
組
合
の
系
統
金
融
網
の
整
備

に
加
え
て
、産
業
組
合
向
け
融
資
を
行
う
東
京
府
農
工
銀
行（
一 

九
三
六
年
に
日
本
勧
業
銀
行
と
合
併
）
を
経
由
し
た
公
的
資
金

が
流
入
し
た
た
め
だ
っ
た
。

一
九
二
七
（
昭
和
二
）
年
五
月
一
五
日
、
西
多
摩
村
は
大
降

雹
に
襲
わ
れ
、
桑
と
麦
を
中
心
に
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
。
組

合
は
、
大
蔵
省
預
金
部
資
金
を
原
資
と
す
る
雹
害
低
利
資
金
・

養
蚕
応
急
対
策
資
金
の
融
通
を
東
京
府
農
工
銀
行
か
ら
受
け
、

こ
れ
を
組
合
員
に
転
貸
す
る
こ
と
で
、
被
災
農
家
の
救
済
を
図

っ
て
い
る
。
組
合
と
農
工
銀
行
と
の
関
係
は
、
少
な
く
と
も
一 

九
一
七
年
に
借
入
れ
が
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
で
き
る
が
、
そ
の

額
は
三
〇
〇
〇
円
と
そ
こ
ま
で
多
い
わ
け
で
は
な
い
（『
組
合

史
』
三
六
九
頁
）。
西
多
摩
村
産
業
組
合
は
、
地
元
に
本
店
を

置
く
地
方
銀
行
を
失
っ
た
後
、
整
備
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
組
合
系

統
金
融
に
加
え
て
、
公
的
な
低
利
資
金
を
従
来
よ
り
も
大
規
模

に
導
入
す
る
こ
と
で
、
恐
慌
下
の
苦
し
い
資
金
的
な
や
り
く
り

を
し
の
い
で
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

四　

固
定
資
金
の
「
大
整
理
」
と
戦
時
下
で
の
回
復

先
に
見
た
と
お
り
、
組
合
は
恐
慌
下
で
オ
ー
バ
ー
ロ
ー
ン
が

常
態
化
し
、
貯
金
の
吸
収
は
思
う
よ
う
に
進
ま
ず
、
借
入
金
は

恒
常
的
に
一
〇
万
円
を
超
え
て
い
た
。
こ
れ
は
、
養
蚕
製
糸
業

の
不
調
を
反
映
し
た
も
の
だ
っ
た
。
と
り
わ
け
、
組
合
長
で
あ

る
下
田
の
製
糸
工
場
が
一
九
三
一
（
昭
和
六
）
年
に
破
綻
し
た

こ
と
も
あ
り
、
地
域
経
済
の
全
般
的
な
沈
滞
に
よ
っ
て
、
組
合

経
営
は
困
難
に
直
面
し
た
。
こ
の
年
、
組
合
長
は
下
田
か
ら
大

規
模
養
蚕
農
家
で
副
組
合
長
の
雨
倉
久
次
郎
に
交
代
し
て
い
る
。

組
合
は
、
累
積
す
る
未
収
貸
付
金
に
対
処
す
る
た
め
、
一
九 

三
六
（
昭
和
一
一
）
年
に
積
立
金
約
三
万
円
を
利
用
し
て
、
組

合
資
産
の
「
大
整
理
」
を
敢
行
し
た
（『
記
念
史
』
一
五
頁
）。

翌
三
七
（
昭
和
一
二
）
年
か
ら
三
九
（
昭
和
一
四
）
年
ま
で
の

三
年
間
は
剰
余
金
の
計
上
を
中
止
し
、
未
収
貸
付
金
の
償
却
を
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行
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、

戦
時
経
済
の
本
格
化
に
伴
っ
て

景
気
が
回
復
す
る
一
九
三
〇
年

代
後
半
に
は
財
務
内
容
が
好
転

し
、
四
〇
（
昭
和
一
五
）
年
に

は
再
び
剰
余
金
を
計
上
す
る
に

至
っ
て
い
る
。

こ
の
間
、
組
合
執
行
層
の
顔

ぶ
れ
も
大
き
く
様
変
わ
り
し
た
。

再
び
表
2
に
戻
る
と
、
器
械
製

糸
工
場
主
と
銀
行
取
締
役
の
執

行
層
は
皆
無
と
な
り
、
一
部
に

織
物
業
者
や
鉱
粉
製
造
業
者
が

入
っ
て
い
る
も
の
の
、
ほ
と
ん

ど
が
農
業
・
養
蚕
関
係
者
に
な

っ
て
い
る
。
地
域
経
済
の
主
軸

を
担
っ
た
製
糸
業
の
衰
退
と
、

地
方
銀
行
と
の
距
離
の
拡
大
を

反
映
し
て
い
る
も
の
と
言
え
る

だ
ろ
う
。

執
行
層
の
顔
ぶ
れ
の
一
新
と
と
も
に
進
ん
だ
の
が
、
資
金
調

達
構
造
の
変
化
だ
っ
た
。
表
４
に
は
、
一
九
三
六
（
昭
和
一
一
）

年
以
降
の
借
入
金
額
の
推
移
を
借
入
先
別
に
掲
げ
た
。
当
初
は

産
業
組
合
中
央
金
庫
と
東
京
府
の
組
合
連
合
会
か
ら
の
借
入
れ

が
過
半
を
占
め
、「
大
整
理
」
の
過
程
で
系
統
組
合
資
金
の
返

済
が
進
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
日
本
勧
業
銀
行

か
ら
の
借
入
れ
は
、
預
金
部
か
ら
の
低
利
資
金
融
通
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
、
こ
の
資
金
は
長
期
の
償
還
が
許
さ
れ
て
い
た
た
め

に
、
最
後
ま
で
残
っ
た
の
だ
ろ
う
。
武
陽
銀
行
か
ら
の
借
入
額

は
、
一
九
三
七
（
昭
和
一
二
）
年
に
若
干
増
え
、
取
引
関
係
は

継
続
し
て
い
る
も
の
の
、
比
率
と
し
て
は
ご
く
僅
か
な
も
の
に

過
ぎ
な
い
。
か
つ
て
の
組
合
経
営
者
の
人
的
関
係
に
依
存
し
た

借
入
構
造
が
、
地
域
経
済
の
動
揺
を
経
て
、
大
き
く
変
化
し
て

い
た
こ
と
を
確
認
で
き
る
。

お
わ
り
に

以
上
、
本
稿
で
は
西
多
摩
村
産
業
組
合
の
成
立
か
ら
成
長
と

停
滞
、
そ
こ
か
ら
の
回
復
と
い
う
三
〇
年
の
過
程
を
整
理
し
た
。

そ
も
そ
も
西
多
摩
村
産
業
組
合
は
、
養
蚕
農
民
の
共
同
利
益

増
進
と
い
う
商
人
対
抗
的
性
格
と
と
も
に
、
設
立
を
主
導
し
て

表 4　年別・借入先別借入金額の推移

出所：	『記念史』56頁より引用。

年
産業組合 
中央金庫

府信購販 
組合連合会

日本勧業 
銀行 武陽銀行 合計

（円） （％） （円） （％） （円） （％） （円） （％） （円） （％）

1936 32,861 32.2 21,220 20.8 43,928 43.1 4,000 3.9 102,008 100.0 

1937 28,297 29.2 22,680 23.4 39,428 40.7 6,500 6.7 96,905 100.0 

1938 22,534 28.8 17,000 21.7 34,128 43.6 4,609 5.9 78,271 100.0 

1939 0 0.0 0 0.0 22,796 98.1 448 1.9 23,244 100.0 
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組
合
長
に
就
任
し
た
下
田
伊
左
衛
門
の
機
関
銀
行
的
性
格
を
も

有
し
て
お
り
、
羽
村
銀
行
取
締
役
を
兼
ね
る
下
田
に
よ
る
金
融

仲
介
は
、
当
初
は
養
蚕
農
民
の
利
害
と
も
一
致
し
て
い
た
。

一
方
、
一
九
二
〇
年
代
に
は
全
村
組
合
化
を
前
提
に
有
力
器

械
製
糸
家
が
組
合
の
執
行
層
入
り
し
、
代
替
わ
り
し
た
下
田
自

身
も
製
糸
家
へ
と
転
身
し
た
。
羽
村
銀
行
が
西
多
摩
村
の
地
元

銀
行
と
し
て
の
性
格
を
弱
め
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
一
定
の
出

資
金
・
貯
金
を
集
め
る
優
良
組
合
と
し
て
の
西
多
摩
村
産
業
組

合
は
、
購
繭
資
金
需
要
を
強
く
持
つ
製
糸
家
に
と
っ
て
も
魅
力

的
な
も
の
と
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。
非
農
家
理
事
の
存
在
感
が
増

す
の
に
反
比
例
す
る
よ
う
に
し
て
、
こ
の
時
期
の
組
合
は
農
民

的
性
格
を
弱
め
て
い
た
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
変
質
は
一
時
的
な
も
の
に
過
ぎ
な
か
っ

た
。
一
九
二
七
（
昭
和
二
）
年
の
雹
害
と
大
恐
慌
の
打
撃
に
よ

り
、組
合
は
系
統
組
合
金
融
や
預
金
部
資
金
へ
の
依
存
を
深
め
、

羽
村
銀
行
を
合
併
し
た
武
陽
銀
行
と
の
関
係
は
以
前
ほ
ど
深
い

も
の
で
は
な
く
な
っ
て
い
た
。
組
合
執
行
層
は
農
民
的
性
格
を

再
び
強
め
、
銀
行
を
利
用
す
る
よ
う
な
上
層
の
人
び
と
の
存
在

感
は
後
退
し
た
。
地
域
社
会
の
経
済
構
造
が
大
き
く
変
動
す
る

中
で
、
地
元
有
力
者
を
重
要
な
顧
客
と
し
た
羽
村
銀
行
・
武
陽

銀
行
と
は
対
照
的
に
、
西
多
摩
村
産
業
組
合
は
個
別
農
家
向
け

融
資
と
い
う
異
な
る
機
能
を
担
う
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
、
一
九
二
〇
年
代
の
蚕
糸
業
が
好
調
な
時
期
に
一

時
的
に
非
農
家
的
性
格
を
強
め
て
い
た
西
多
摩
村
産
業
組
合

は
、
大
恐
慌
を
経
て
再
び
農
民
的
性
格
を
帯
び
る
よ
う
に
な
っ

た
。
戦
後
は
信
用
金
庫
に
転
化
す
る
こ
と
な
く
、
羽
村
町
農
協

を
経
て
、
Ｊ
Ａ
に
し
た
ま
と
な
っ
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

こ
じ
ま　

よ
う
へ
い

東
京
大
学
経
済
学
研
究
科
准
教
授

あ
き
る
野
市
在
住


